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【研究の背景・目的】 

 中心体は微小管を形成する細胞小器官の一つであり、例えば細胞分裂時は紡錘体の形成に働く。

細胞内における中心体の空間配置の制御は、細胞分裂のみならず、発生や免疫反応など多岐にわ

たる細胞機能に必要とされる。しかし、未だにその原理は理解されていない。これまでにアクチ

ン繊維の構造が中心体の空間配置に影響を与えることが報告されているが、その詳細なメカニズ

ムは複雑な生細胞系の観察だけではわからなかった。そこで本研究は、微細加工技術と精製タン

パク質を用いて人工細胞モデルを設計し、最小限の構成要素により中心体の空間配置制御原理の

解明を目指している。 

 

【方法・これまでの結果】 

 微細加工技術を利用し、細胞スケールの微小容器を設計した。微小容器は細胞を模倣するため

にリン脂質で表面加工した。これまでに生化学条件の検討を重ね、チューブリンとアクチンの安

定性を長時間維持し、微小管とアクチン繊維の共重合が可能な条件を確立した。さらに、解析の

効率化のために、中心体を模した人工的な微小管形成中心を作成する技術を確立した。 

 アクチン繊維は細胞皮層で主に重合し、細胞皮層を覆うことが知られている。このようなアク

チン繊維の配置を再構成するために、微小容器の表面からアクチン繊維を重合させる技術を確立

した。さらに、確立した技術を用いて、アクチン繊維網の対称性や分布が中心体の空間配置に大

きな影響を与えることを明らかにした。これらの成果の一部は論文として投稿済み(Yamamoto et 

al., 2022 bioRxiv)であり、今後の発展も含め、細胞生物学における新たな技術とコンセプトを提案

できると期待している。 
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